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事業概要
1. 期間

開始 ： 2015（平成27）年1月
終了（予定）： 2022（令和4）年3月

2 / 28

2. 最終目標
• 比較的浅い海域（50m～100m）を対象に日本近海の気象・海象条件に適した低コストな次世代浮体式洋上風

力発電設備および施工方法の開発・検証と共に係留システムの検討を行う。

• 実証機観測データを解析・分析し、性能・安全性の評価結果を明らかにすると共に、浮体式洋上風力発電設備
における効率的な保守管理技術の確立を目指す。その他、環境への影響や関係機関等との協調について検
証する。

• 実証研究の結果を踏まえ売電価格、建設コスト、維持管理コストを検証し、将来の浮体式洋上ウィンドファーム
の実用化に関する実現可能性を検証する。

【2019年度成果】
• 風車のコミッショニングを完了し、使用前自主検査に関す

る全ての試験を終了、使用前安全管理審査に合格した。
• 試運転を実施し、NK検査に合格、NK船級証書を受領し、

2019年5月21日に運転を開始した。

• 風況観測を実施し海域特性を分析。気象海象観測・風車
応答計測のためのデータサーバおよびネットワークシステ
ムの整備を完了し、運用を開始した。

【2019年度実施予定】
• 発電時の電力品質を計測中。
• 風車SCADAデータを用いた故障予知

診断システムを開発中。

• 環境影響評価について、現況補足調
査実施、事後調査を実施中。

3.成果・進捗概要
【2018年度成果】

• 鋼製浮体を北九州港響灘地区に輸送し、風車・タワーを搭載後、白島沖所定の海域において、あらか
じめ敷設しておいたアンカー・チェーンを接続完了した。

• 海底ケーブルの設置及び浮体式洋上風車へ接続を完了し、系統連系接続完了。実証海域への設置工
事完了。 ※系統連系接続前の電力品質の計測完了。

• 環境影響評価について、事後調査計画を策定。



1. 浮体の製作、洋上工事（日立造船）

2. 観測システムの構築と運用（日立造船、東京大学）

3. 保守管理技術（コスモエコパワー、日立造船）

4. 風車、係留システム（グローカル）

5. 環境影響評価（コスモエコパワー）

6. 系統連系（九電みらいエナジー）

7. 海域利用者や行政機関との調整、コスト評価等（丸紅）

8. 国民との対話（東京大学）

9. 今後の課題
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研究体制
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NEDO
幹事会社 ：丸紅株式会社
技術幹事会社 ：日立造船

プロジェクトリーダー
・所属：国立大学法人東京大学
・氏名：石原 孟

研究実施場所
丸紅本社（中央区）

【FS研究項目】
①海域調査

・社会的制約や許
認可条件等の調査

②事前協議

・候補海域を管理・
管轄する関係機関

③事業性の評価

【実証研究項目】

①風力発電システ
ムの開発

・分析・検証
コスト評価等

・海域利用者や行
政機関との調整

委託

研究実施場所

東京大学大学院工学
系研究科システム創
成学専攻（文京区）

【FS研究項目】
①海域調査
・気象海象調査
②各種基本設計
・観測システム

③船舶安全法の適合
性の確認

【実証研究項目】

①風力発電システム
の開発

・分析・検証
性能評価、 安全性評価

・観測
観測データ収集、解析、
配信

②保守管理技術の開
発

・システム全体の保守管
理技術の開発

③その他
・浮体の動揺抑制技術

の検討

・効率的係留技術の確
立

④国民との対話

研究実施場所

九電みらいエナジー
本社（福岡市）

【FS研究項目】
①事前協議
・系統連系

【実証研究項目】
①その他
・電力品質の評価

研究実施場所

コスモエコパワー本
社（品川区）

【FS研究項目】
①各種基本設計

・洋上風車の保守
管理技術の開発

②環境影響評価

【実証研究項目】

①風力発電システ
ムの開発

・観測

②保守管理技術の
開発

・洋上風車の保守
管理技術の開発

③ 環境影響評価

研究実施場所
日立造船本社（大阪市）

【FS研究項目】
①海域調査
・海底地形・地底土質調査
②各種基本設計
・洋上風車
・コンクリート製浮体
・鋼製浮体
・観測システム
③船舶安全法の適合性の確認

【実証研究項目】
①風力発電システムの開発
・風力発電システム設計
・風力発電システム製作
・風力発電システム施工
・分析・検証
性能評価、 安全性評価
・観測

②保守管理技術の開発
・鋼製浮体の保守管理技術の開発
・システム全体の保守管理技術の開発

③その他
・浮体の動揺抑制技術の検討
・製作・組立・溶接技術の検討
・施工技術の検討
・メンテナンス技術の検討
・効率的係留技術の確立
・電気工作物の保安管理体制の確立

研究実施場所

グローカル本社（呉
市）

【FS研究項目】
①各種基本設計
・係留

【実証研究項目】

①風力発電システ
ムの開発

・風力発電システム
設計

・風力発電システム
製作

②保守管理技術の
開発

③その他

・効率的係留技術
の確立

丸紅 東京大学
九電みらい
エナジー

日立造船 コスモエコパワー グローカル
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3MW／2枚翼アップウインド

鋼製／バージ型
本体重量 3,000t（風車、バラスト重量除く）

風力発電設備の諸元 風力発電設備の設置地点

設置地点

北九州市

下関

白島

風力発電設備の概要



1．浮体の製作、洋上工事 ー2018年度の成果、鋼製浮体の輸送ー
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【2018年度の成果】

1. 鋼製浮体の輸送
2. 把駐力試験
3. 風車の組立、浮体への搭載
4. 海底ケーブルの設置、陸上電気設備の施工
5. 係留設備と浮体の接続

鋼製浮体の輸送

風車組立用岸壁へ係船

浮体出渠

２０１８年６月２０日

２０１８年６月２５日 ２０１８年６月２０日～２５日

浮体曳航ルート

２０１８年６月２０日

浮体曳航状況 浮体曳航状況



1．浮体の製作、洋上工事 ー把駐力試験ー
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本設側チェーンの状況

反力側チェーンの状況

反力側
（船尾）

本設側
（船首）

司令室から
把駐力のモニタリング

3°
3°

3°

3°

3°3°

120°120°

120°

ML1ML2ML3

ML4

ML5

ML6 ML7

ML8

ML9

向 係留ライン 把駐力

北側

ML1 841

ML2 762

ML3 828

南西側

ML4 647

ML5 614

ML6 586

南東側

ML7 284

ML8 367

ML9 481

N

係留配置 係留No. 配置 実測値 vs 必要把駐力
ML1 854t ＞ 841t
ML2 764t ＞ 762t
ML3 849t ＞ 828t
ML4 660t ＞ 647t
ML5 632t ＞ 614t
ML6 590t ＞ 586t
ML7 291t ＞ 284t
ML8 385t ＞ 367t
ML9 497t ＞ 481t

北

南西

南東

把駐力試験姿図

デルタプレートによる
チェーン引き込み

船首 船尾

本設チェーン

反力チェーン



1．浮体の製作、洋上工事 ー風車の組立、浮体への搭載ー
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RNA地組
タワー・RNA組立

風車組立完了ハブ＋ナセル

ハブ＋ナセル＋ブレード

RNA※地組完了

タワー1段目

タワー2段目

RNA

RNA※：Rotor Nacelle Assemblyの略



1．浮体の製作、洋上工事 ー海底ケーブルの設置ー
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海底ケーブルルート

海底ケーブル諸元

項目 仕様

容量 22kV

直径 約123mm

長さ 約15km

単位重量
（水中重量）

約32.6kg/m
（約20.5kg/m）

ダイナミックケーブル
22kV-WCE(WS) TWWAZE 3c×60mm2

スタティックケーブル
22kV-WCLWA 3c×60mm2

Ａ区間
40m

Ｂ・Ｃ区間
5,848.8m

Ｄ区間
5,402.4m

Ｄ区間
2,361.3m

港湾区域（11,291.2m） 港湾区域外

全体設備概要図

ケーブルの浮体への立上作業海上鉄柱据付作業

開閉所

海上鉄柱

ダイナミックケーブル

スタティック
対ダイナミック接続

開閉所

海底ケーブル

スタティックケーブル
ブイ

シンカー

風車



1．浮体の製作、洋上工事 ー係留設備と浮体の接続ー
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浮体・係留接続工事

浮体曳航（北九州港響灘地区～白島沖）

浮体・係留接続完了

浮体曳航開始



固定桟橋

固定ジグ

1m

5m

6m

1m

最低潮位

海底

試験体 5m

錘 15kg

固定用繊維ロープ
7ｍ

1．浮体の製作、洋上工事 ー係留システムの改良検討ー
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【2019年度の実施予定内容】

・合成繊維ロープを用いた係留システムの実現に向けた基礎試験の実施
係留の製造および施工のコストダウン

①疲労試験

疲労設計曲線のイメージ

試験結果/文献調査結果
の反映

【2019年度の進捗状況】

②浸漬試験

日立造船 築港工場桟橋での試験イメージ
（北九州実証サイトでも実施予定）

・工場桟橋及び実証サイトに試験用ロープを設置して浸漬試験を開始。
・疲労試験計画を立案、疲労試験用ロープを作成中。

繰り返し荷重 繰り返し荷重

・試験目的：付着生物の侵入確認、海水浸漬下での耐候性の把握
・試験体：ナイロン、ポリエステルロープ

回収後、付着生物侵入有無、残存
強度を確認（次年度以降に実施）

・試験目的：繰り返し荷重に対する長期耐久性の把握
・試験体：ナイロン、ポリエステルロープ



2．観測システムの構築と運用 ー観測機器配置とデータ取得ー
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【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】

・上記データを取得、整理中

【2018年度の成果】

(1)観測データの計測および記録
・風況、波浪、潮流
・浮体動揺
・構造歪、波圧、係留力 等

(2) 観測データの解析および評価
・自然条件の検証 ⇒風況分析、統計データの評価
・連成解析結果との比較
⇒動揺、構造強度、係留力等の評価

・鋼製浮体、風車に設置する各種観測機器や監視
カメラの設置、配線完了
⇒観測開始

係留張力・角度センサー 観測用タワー



2．観測システムの構築と運用 ーネットワークの構築ー

・データ収録・統合装置を調整中。
・収録データの一次処理システムを調整中。
・データ配信システムを調整中。
・ブイ式波高計の漂流監視システムを完成。

・波浪ブイの漂流監視システムを構築後、浮体の西北西300mの位置に設置。
・東大⇔コンソ内各社のネットワークを開通し、収録データの配信システムを稼働。

・藍島⇔開閉所 浮体⇔開閉所 開閉所⇔東京大学の各ネットワークを開通
・観測システムの運用開始（一部調整中）

取得データ例（6/22 1:00-5:00）

浮体上高度別風況観測
（ドップラーライダー）

矢印
向き：風向
色 ：風速

浮体上風況観測
（超音波風向風速計）

時刻

風速
[m/s]

時刻

高度
[m]

【2018年度の成果】

【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】
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・藍島の風況データより、風向別の乱流強度分布を算出した。
・CFD解析において、藍島の地形をモデル化した。

・藍島の風況データより、風向別の乱流強度分布から風車の適合性を評価する。
・CFD解析を用いて藍島の地形影響を明らかにする。

・藍島における風況観測および解析を継続。
・藍島での観測結果と気象協会による波浪推算データベース等外部データとの比較検証を実施した。
・ライダーによる観測結果から、風向別の風速高度分布に対する海域の地形影響を明らかにした。

観測地点地図

藍島の風配図(実測値)

• 観測地より西より北の風向の場合、べき指数は約1/10
以下となり、高度の影響がほとんどなく、海上からの風
の特徴と合致した。

• 東南東の風の場合は約1/3となり、陸地からの風の特徴
となった。 2017年9月の海面高さと風速の常用対数の関係

風向別のべき指数

log10z：海面高さzの常用対数
log10u(z)：海面高さzの風速u(z)の常用対数

【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】

【2018年度の成果】

2．観測システムの構築と運用
ー藍島における風況観測の実施と解析ー
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3．保守管理技術 ー次世代洋上風車の保守管理技術の開発ー
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○風車故障予知診断システムの導入

○風車故障予知診断システムの導入

・複数社から故障予知診断システム仕様を入手、比較検討を完了。

○風車故障予知診断システムの導入

・風車以外に利用されている故障予知診断システムの情報収集。
・風車における故障予知診断システムの仕様検討。

○洋上風車の保守管理技術の開発

○洋上風車の保守管理技術の開発

・半年点検について検討中。

・半年、年次点検の内容を検討し、実施時期や体制を検討する。
・既存の方法により点検作業を実施し、問題の抽出や効率化の検討を行う。

【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】

【2018年度の成果】

・蓄積されたSCADAデータを用いて通常運転状態の風車数値モデルを作成し、異常値検知
ができる故障予知診断システムを構築する。



3．保守管理技術 ーO&Mの高度化ー
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【2018年度の成果】
・気象海象観測・風車応答計測のためのデータサーバおよびネットワークシステムを整備し、運用を開始

ボートバンパー付近の様子風車内外の様子



3．保守管理技術 ーO&Mの高度化ー
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【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】

(1) ROVの活用と機能強化
・外観確認：浮体本体（変形の有無）、係留設備（損傷・磨耗の有無）、電力ケーブル（線形確認、付着生物有無）
・手法の確立：係留チェーンの磨耗量計測、電力ケーブルと係留チェーンのカテナリー計測、付着生物除去

(2) 遠隔監視の活用と機能強化
・監視カメラの設置、風車/浮体/気象・海象情報のデータ転送 ⇒24時間遠隔で状態監視、浮体アクセス率の向上
・ドローンを用いた点検作業の効率化 ⇒ 無人化によるメンテナンスの効率化
・SCADAおよびCMSデータのAI分析 ⇒ 風車異常の事前予測、故障診断

(1) ROVの活用と機能強化
・手法の確立を実施中：係留チェーンの磨耗量計測、電力ケーブルと係留チェーンのカテナリー計測、付着生物除去

大型船を使用しないシステム開発

付着物除去

カテナリー計測

摩耗量計測

板厚計測

ROVアウトプットイメージ



4．風車、係留システム ― 風車試運転、定期点検―

型式 SCD3.0MW-100 TC S NC
メーカ aerodyn engineering gmbh 翼枚数 2枚 (GFRP製)

種類
水平軸プロペラ型
アップウインド風車

回転数 11～21rpm

風車クラス S (響灘サイト環境) 出力制御 独立可変ピッチ制御

定格出力 3,000kW 発電方式 AC/DC/ACリンク

カットイン風速 約3.5m/s 電圧(1次/2次) AC620V/AC22kV

定格風速 約13m/s 発電機 永久磁石式同期発電機

ロータ径 100m 増速機 2段遊星ギア

ハブ高さ 72m (海面から) 風車重量 約134t

本風車の特徴
２枚翼及びSCD (Super Compact Drive) 設計により
「設置時間の短縮」 「ロータ・ナセル軽量化」 「台風時の荷重低減」を実現

風車メーカによる試運転完了、使用前自主検査の完了

風車基本仕様

・METI使用前安全管理審査の受審、NK現地審査の受審、5/21～運転開始
・500時間目点検及び月次点検実施
・長期運転監視及びデータ収集実施中
・(7/31時点)  総運転時間: 1,180時間、総発電量: 1.28GWh

「効率的な保守管理技術の開発」
・定期検査の効率化／検査記録データ管理の効率化及びメンテナンスへの反映

【2018年度の成果】

【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】
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500時間点検 月次点検

試運転

4．風車、係留システム ― 風車試運転、定期点検―
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・遠隔監視制御装置（SCADA）および状態監視装置（CMS）の導入

・システムの調整、監視・計測データの再検討（継続）
・監視・計測データを使用したトラブルシューティング（継続）

・遠隔監視制御装置によるデータ収集システムの調整及びデータ提供
・効率的メンテナンス方法の検討

4．風車、係留システム ― 風車状態監視と機器劣化予測―

【2018年度の成果】

【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】
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遠隔監視制御装置（SCADA）の導入

状態監視装置（CMS）の導入



・チェーンの摩耗量測定方法の検討／環境条件、測定位置・回数・時期
・アンカー設置状況確認手法の検討

係留ライン ３点×３ライン
係留チェーン R４ スタッドレス

φ132mm×555m/ﾗｲﾝ
193t/ﾗｲﾝ×9ﾗｲﾝ
総計1,737t/5.0km)

アンカー MA5P 40t×3 ML1～3
MA5P 27t×2 ML4～5
MA5P 20t×4  ML6～9                 

・実証海域の環境条件に適合するため、実測データによる
アンカーサイズを見直し、把注力試験は要求値をクリアした。

・浅海域での効率的係留技術を基礎データ取集により検証
していく。

・係留システムの維持管理

「実証海域の土壌」
・砂（ 55.3％）、シルト ( 23.8％）
・サンプリング試料：粘土と砂質シルトの互層
・地層：第1層（砂 & 泥) 1.5～2.5m

第2層（礫層） 3.5～4.0m
9703

5523

9002

3749

MA5P-40tアンカー

4．風車、係留システム ― 係留ライン ―
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【2018年度の成果】

【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】



5．環境影響評価 ー予測評価結果と事後調査結果の比較ー
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【2018年度の成果】

・工事前の現況補足調査を実施
・工事中の事後調査を実施
→水質、鳥類、底生生物は工事前の状況から大きな変化は認められなかった。

水中音については、音圧レベルの増加の程度を確認。

・稼働中の事後調査を実施
→鳥類の分布に大きな変化は認められなかった。種によっては個体数の増加がみられた。

水中音については音圧レベルの増加の程度を確認。
生態系については浮体に魚類が蝟集していること、及び付着生物を確認。

y① = -0.0099x + 123.46

y② = -0.0215x + 136.77

y ③= -0.0099x + 123.82

y④ = -0.0064x + 127.3
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予測理論

線形 (水深5m AM①)

線形 (水深5m PM②)

線形 (水深10m AM③)

線形 (水深10m PM④)

工事中の水中音は、観測
値最大で130～135㏈程
度が確認された。
距離減衰は理論値とは
合致しないことから、暗騒
音（環境騒音）が大きく占
めていると考えられる。

工事船からの距離別水中音レベル（OA値）



5．環境影響評価 ー予測評価結果と事後調査結果の比較ー

【 2019年度の実施予定内容】 【 2019年度の進捗状況】

【 2018年度の成果】

１．事後調査の継続、データ収集
（鳥類、魚介類、水中音、魚類の蝟集状況、付着生物）

２． 予測・評価結果の検証
（予測評価結果と事後調査結果の比較）

調査項目 4～6月 7～8月 9～11月 12～2月

鳥類 ○ ○ ○ ○

魚介類 ○ ○ ― ―

水中音 ― ○ ― ―

蝟集状況 ○ ○ ○ ○

付着生物 ○ ○ ○ ―
（凡例）
○・・・予定 ―・・・調査予定なし 黄色箇所・・・調査済

現地調査実施予定項目

浮体スカート部

浮体施設への魚類の蝟集状況

浮体チェーン部
ブリ類の回遊

イシダイの群れ

H30.11.3

H30.11.3

H31.1.30

H30.11.3
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5．環境影響評価 ー鳥類カメラ観測の仕様検討と観測ー

観測を継続（365日）中。7月末に今年度一回目のデータ（HDD）交換を実施し、
衝突有無の確認、及び飛翔鳥類の種の同定を実施中。

1．引続き連続観測を実施
２．衝突有無の確認、種の同定
３．夜間観測が可能なシステムの検討

風車稼働中の飛翔軌跡は、未稼働と比較して変化
することが考えられるため、引き続き観測結果を
注視していく。

・観測システム仕様の検討
→洋上浮体上でのカメラ設置と安定録画、データの取得が可能であることを確認。

・観測
→洋上風車のタワー・ブレード回転範囲内で日中の衝突有無を確認できるシステムを構築。

連続観測テストにより、重要種であるミサゴ、ハヤブサ等の飛翔軌跡を記録。
※テスト期間中の観測（11～1月末）は風車コミッショニング中であったため、ブレードの

回転がほぼなかった。

飛翔軌跡を投影した写真
鳥類カメラ
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【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】

【2018年度の成果】



電力品質測定

6．系統連系 ー電力品質の評価ー
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【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】

(1)系統連系協議
夜間、休日を含めた連絡体制の適正維持
（連絡者の登録変更）

(2)電力品質評価
・取得する運転ﾃﾞｰﾀ(SCADA)を整理中
・電力品質評価に関わる解析方法について検討中

【2018年度の成果】
(1)系統連系協議

2018年8月21日陸上電気設備受電、2018年9月22日に風車を系統に連系
売電契約における契約書等の必要書類のフォロー、夜間、休日を含めた連絡窓口の構築を実施

(2)電力品質評価
2018年8月28日～9月13日
系統連系前の電力品質測定を実施
⇒瞬時電圧変動、高調波、フリッカ

について規定値内のため問題なし

項目 規定値
高調波 総合電圧歪率 5%以下
瞬時電圧変動 定格電圧の10%以下に抑制（100V系では90Vが下限値）
フリッカ ΔV10 による評価：ΔV10≦0.45

主な測定項目

実施内容：系統連系後の電力品質測定
目 的：系統連系技術要件に抵触しないことを確認
場 所：開閉所キュービクル内の低圧回路
日 時：11月頃

（運転状態が安定し、風車が高出力を
見込めるタイミング）

運転ﾃﾞｰﾀ(SCADA)
・運転、停止情報
・出力、力率
・電圧、電流等

定量的かつ定性的な評価

キュービクル内での
計測の様子

総合電圧歪率測定結果

2.4%

1.6%

0.8%



7．海域利用者や行政機関との調整、コスト評価等

ー航行安全対策/漁業との共存/事業性評価ー
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【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】

【2018年度の成果】
（１）航行安全対策：

浮体曳航、送電ケーブルの設置、現場海域への風車の設置等の安全対策に関わる航行安全委員会を開催、風車設置中及び設
置後の安全対策につき取り決めを行なった。
周辺航行船舶や漁業者への注意喚起リーフレットを4カ国語で作成し、関係する750団体へ送付した。

（２）漁業との共存：
発電設備設置海域における漁獲試験を継続して実施、漁法毎に捕獲した魚種・個体数・重量を整理した。ケーブル工事実施前後
の夏季調査結果を比較し、現状顕著な差は見られていない。

（３）事業性評価：
現時点までで拠出済みCAPEXのとりまとめを実施。

（１）漁業との共存：
漁獲試験を継続実施することで、実証研究事業が漁業に与える影響を
検証する。
塩分濃度、水温等の各種パラメーターと漁獲試験結果の相関関係を見
ながら漁業への影響を検証する。

（２）事業性評価：
実績コストと本実証独自費用の金額精査
風車設置後のOPEXの取り纏め、コスト精査

（１）漁業との共存：
春季調査、夏季調査を実施済、現在結果取り纏め中。

（２）事業性評価：
年度末に運転開始後のOPEXの取り纏め、コスト精査予定。

今年度漁獲調査スケジュール
項目 季節 2018年度 2019年度

底曳網 春季 2018.6.18 2019.6.17~19

夏季 2018.8.2（工事後） 2019.7.29~31

秋季 2018.10.18 未定

冬季 2018.12.15 未定

ごち網 春季 2018.6.20 2019.6.17~19

夏季 2018.8.3（工事後） 2019.7.29~31

秋季 2018.10.18 未定

冬季 2018.12.15 未定

潜水 春季 2018.6.20 2019.6.17~19

夏季 2018.8.3（工事後） 2019.7.29~31

秋季 2018.10.18 未定

冬季 2018.12.22 未定
＊工事後：ケーブル敷設工事後



8．国民との対話

・6月27日に北九州市立大学にて大学生を対象に特別講義を実施。
・8月3日に北九州市エコタウンセンターにて小学生25名を対象に親子科学工作教室を実施。
・次世代エネルギーパークでの常設展示を充実。

・海底ケーブルの断面模型を設置
・チェーン模型周りの安全対策を強化

・北九州市立大学にて工学部学生を対象に特別講義を開講。
・次世代エネルギーパーク常設展の充実と安全対策強化。
・北九州市エコタウンセンターにて親子科学教室を実施。
・エコテクノ2019へ出展および会場内にて特別講演。

・地元への情報発信と対話
北九州市立大学にて特別講義を実施。
北九州市エコタウンセンターにて親子科学工作教室を実施。
エコテクノ2018に出展、会場にて特別講演。
次世代エネルギーパークでの常設展示を充実。（係留チェーン実物大模型の設置）

・一般への情報発信と対話
共通基盤チームとの合同でWebサイトを開設、研究通信の発行。

【2019年度の実施予定内容】

【2019年度の進捗状況】

【2018年度の成果】
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9．今後の課題
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最終目標に向けて、実証研究フェーズにおいて以下の課題を
中心に取り組む予定。

実海域での観測・計測により気象、海象、動揺、強度、係留、運転、監視等の
各種データを取得しデータ解析を実施、風車および支持浮体構造物の所期の
性能・安全性について検証する。
気象海象観測、風車応答計測データに照らして、計画、設計、建造、施工、運
転方法、保守管理方法の検証を行う。
低コストの浮体式洋上風力発電システムの技術の確立を目指し、損傷の予測
や早期検出、予防的メンテナンスを含む効率的な保守管理システムを構築し、
本事業の経験を反映した効率的な製作・組立て・溶接技術、施工技術、メンテ
ナンス技術、効率的係留技術について検討する。
系統連系後における出力電力の実測により、電力品質の評価手法を検討す
る。
次世代浮体式洋上風力発電システムの実用化に関する実現可能性を検証す
る為、引き続き発電設備設置後の実運用コスト等を取り纏め、より精密な事業
性評価を行う。
一般社会への情報発信を引き続き行い、本実証事業の経過や成果を分かり
やすく周知する。



委託先：国際航業(株)
2019年10月18日

風力発電等技術研究開発
洋上風力発電等技術研究開発

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究
（共通基盤調査）

2019年度成果報告会 プログラムNo.W-01
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問い合わせ先
国際航業(株)
TEL:03-6316-4201



事業概要

1. 期間
2015年１月～2019年３月

2. 最終目標
水深50～100m程度の比較的浅水深の海域を対象に、低コストの次世代浮体式
洋上風力発電システムを開発し、洋上風力発電の更なる普及を促すとともに、本
事業の成果を国際競争力強化に資する。

3. 成果・進捗概要
「浮体式洋上風力発電技術ガイドブック」を作成し、2019年4月10日に公開した。

https://www.nedo.go.jp/library/fuuryoku_guidebook.html
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